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副題

■１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 1

□２.環境 □６.景観 4

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 8

■４.コスト縮減・生産性の向上 ■８.リサイクル 番号：

□1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 3
開発目標 □2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 6
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上 12

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 ■12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（19.9％）　□2.同程度　□3.低下（　％） 番号： 1
2.工程 ■1.短縮（19.6％）　□2.同程度　□3.増加（　％） 番号： 1
3.品質・出来型 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 ■1.　（定義済みの値なし） 番号： 1

開発体制 番号：

開発会社 協会名

会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

潜水工の水中施工による仮締切ライナープレート組立工法

アザイ技術コンサルタント株式会社

1)仮締切枠内をドライ環境にするために、ライナープレートの外側面に防水シートを被覆して
止水する工法であり、フロート式プラットフォーム（スライド式拡張・収縮機能）を使用して
気中組立を行い、潜水士による水中作業を極力軽減する事が出来る。
2）潜水工の水中施工による仮締切用ライナープレート組立工法。
【従来技術の課題】・止水パッキン（13㎜）を挟み込むのでボルト締付部が変形するため再使
用が困難。・黒皮品（材質）の使用は長期間の水中残置による腐食及び海生物付着の影響が大
きく再使用が困難。・水中施工が主体になるため水温・水流・濁りによる悪影響が安全性・工
程に大きく左右する。
3）水面下の既設橋脚、護岸、水門等の調査、補修、補強工事における仮締切工

大阪府堺市堺区南旅篭町西2丁3-24

営業 072－226－6651

浅井一郎

アザイ技術コンサルタント株式会社

登録No.

2（1）

令和1年5月21日

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

変更受付年月日

問合せ先

アザイ技術コンサルタント株式会社 大阪府堺市堺区南旅篭町西2丁3-24

技術
072－226－6650

浅井一郎

072－226－6651

072－226－6650

asai @azai -gi j yut u. com

asai @azai -gi j yut u. com
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国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

近畿地方整備局 令和2年9月24日

番号：

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 仮締切防水シート工法
収受受付年月日

防水シート及び特殊な台船（スライド式拡張・収縮機能）
を使用した橋脚周りの仮締切用ライナープレート組立工法

1

1-1-7.共通工／仮設工

評価（事前・事後）

分類

□1.単独 ■2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

KK－200037－A 事後評価

活用の効果

19.98%
19.61%

mailto:asai@azai-gijyutu.com#
mailto:asai@azai-gijyutu.com#


仮締切防水シート工法 登録No. 0

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1（2）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

（短　所）
・ライナープレートの外側面に防水シートを被覆するので流木等の障害物が衝突した場合に防水シー
トが破損する可能性が考慮される。

（長　所）従来工法と比較すると
・止水パッキンを防水シートに変える事によりライナープレートの変形が発生せずライナープレート
の再使用が可能になる。
・ライナープレートを黒皮品から亜鉛メッキ品に変更することで再使用が可能になる。
・水中組立を気中組立に変更する事で極力潜水作業を軽減出来、安全性が大きく向上した。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

①労務費：建設物価調査会編「建設物価平成31年4月号」岡山県
②機械等の損料：社団法人日本港湾協会「船舶及び機械器具等の損料算定基準」平成31年版
③材料費：製作会社の販売定価（見積書）

①仮締切枠の完成寸法の測定：施工図面の寸法を基準とする。
②ライナープレート、防水シートの現場搬入時の検査：外観、数量、寸法を施工図面の各構成図によ
り規格値を確認する。

A-2

①吊足場、吊治具取付

②ﾌﾛｰﾄ式ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ設置

③ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ組立
　防水シート取付

④ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ拡張
　ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ吊降ろし

⑤止水ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

⑥ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ収縮
　ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ組立

⑦縦梁、切梁取付

⑧防水ｼｰﾄ展張

⑨排水、仮締切完了

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

施工単価の一例
・仮締切枠外周表面積188㎡の条件
①労務費（仮締切枠設置・撤去費）：￥114,000/㎡～
②材料費（仮締切枠、防水シート）：￥ 63,450/㎡～

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

 

 

 

 

吊足場

吊治具

橋脚

ﾌﾛｰﾄ式ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

電動ﾁｪﾝﾌﾞﾛｯｸ

止水ｺﾝｸﾘｰﾄ

防水シート

①、②

施工フロー図

③ ④、⑤

⑥ ④、⑦ ⑧、⑨

防水シート

ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ

繰
返
し
工
程



登録No. 0

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 ■1.有り（番号:6664681）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1
特許番号 第6664681号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

特になし

1）残された課題：流木等の障害物が防水シートに接触時の衝撃緩和材（ヤシ繊維マット）を防水シートの
内側に挿入しているが現行厚さ30㎜で可能か又は、代替品の検討
2）開発計画：流木等防止フェンスを橋脚上流側に展張して衝突回避方法の検討

・気中組立及び水中接続作業において水中施工の軽減が確認された
・止水パッキンを省く事で無理な引寄せ作業が無くなり施工性の向上が確認された
・防水シートの水中被覆展張、防水ファスナーのスムーズな作動が確認された

仮締切防水シート工法実証試験

・プラットフォーム、吊治具等の取付アンカー打設時に橋脚内の鉄筋との干渉を避ける
・流木等の障害物が多い場合は、防水シートの保護対策を検討する
・ライナープレート、防水シートの製作期間として6週間程度必要

（適用できる条件）
①現場条件・ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄは橋脚のフーチング上又は、フーチング外周地盤に設置する。
　　　　　・100㎡程度の作業スペースを持った仮設ヤード又は小型クレーン台船が必要
　　　　　・施工場所は日本全国技術提供可能
②自然条件・流速0.6ｍ/ｓ以下、水の透明度0.5ｍ以上、波高0.5ｍ以下、風速10m以下
③適用範囲・河川、港湾、ダム等に存在する既設水中橋脚
④特に効果の高い適用範囲・狭隘な場所（人力施工が主体となるため大きな重機を必要無し）
　　　　　・水温が低い場所（長時間の水中作業を必要としない）
　　　　　・透明度が悪い場所（水中作業軽減により回復時に作業調整が可能）

・橋脚周りの堆積土砂除去・復旧の施工方法・日数による工期への影響に留意する
・施工時の最大水位にかかる仮締切枠の寸法（高さ）に留意する
・船舶航行の有無、航行時の作業中断可否による工期への影響に留意する

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 仮締切防水シート工法

A-3

（適用できない条件）
・水面と桁下の距離が2.5ｍ以下の橋脚

 

 

 

 

 

 



A-4

登録No. 0

実績件数 公共機関： 0件 民間：

発　注　者 施工時期

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 仮締切防水シート工法

工　事　名

0件

CORINS登録No.



登録No. 0

防水シート被覆展張（水中端部） 防水シート被覆完成後（水中）

防水シート被覆作業（防水ファスナー引上げ） 防水シート被覆作業（水中接続）

気中組立（止水パッキン無し） 防水シート端部取付（止水処理）

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 仮締切防水シート工法

A-5
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